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▼町有林

▲大木伐採（Ｓ10年頃）

▲メダリストパレード

下川町の概要

◇人口：3,382人(H26.9.1)

◇面積：東西20km×南北30km

（東京23区同等）

◇気候 夏30℃、冬－30℃

◇森林：町面積の88％

◇高齢化率：40％

◇農地：町面積の6％

北緯44度

Ｓ２８年 国有林の払下げ 1,221ha

町財政1億円規模→8,800千円で購入

Ｓ２９年 台風15号（洞爺丸台風）被害

Ｓ３１年 財政再建団体に

Ｓ３５年 40～50haの伐採収穫の経営計画

Ｓ５６年 湿雪被害

Ｓ５５年～Ｈ２年 国有分収林契約

Ｈ６年～Ｈ１５年 国有林の払下げ 1,902ha

町有林管理面積 4,698ha

(人工林：3,058ha、天然林：1,640ha）

町有林の蓄積 749千ｍ3

H２６～ 循環型森林経営が本格的にスタート

循環型森林経営の歴史



【プラチナ企業の森】

【カーボンオフセット】

【チェンソーアート大会】
【企業向けツアー】

【森林環境教育・植樹祭】

【団体・企業との連携】

【エネルギー利用】

【熱を利用した産業創造】

【素材生産】

【建物利用】

【木製品】

森林の利用

３



森林バイオマス熱電併給施設

市街地中心、半径1ｋｍ以内に世帯の約8割に居住し、約7,000ｋℓ（推計）の化石燃料を消費している。
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個人消費行動による低炭素社会の実現

○省エネ型冷蔵庫への買い替え促進検討・実証

○低炭素な日常生活に対するインセンティブ

○下川町快適住まいづくり条例
新築・改修等への地域材使用、気密性、断熱性基準を満たす
もの、木質バイオマス機器等の購入など支援

冷蔵庫の電力消費を実測し、電気

代の差額で10年以内に初期費用を

回収可能との結果が出たため、平

成28年度から実証事業として協力

世帯に対し、町内の販売店から調

達した冷蔵庫をリースし、消費電

力を実測し、電気代削減分相当分

を回収している。

町民が日常生活で行う環境配慮活動に対してポイントを贈呈し、たまったポイント

を町内で使用可能な商品券と交換することができる「しもりんエコポイント」を実

施している。
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